
２
０
２
１
年
期
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
が
学
内
外
で
継
続
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
２

０
２
２
年
２
月
に
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、

現
在
で
も
戦
禍
が
続
い
て

い
ま
す
。

社
会
経
済
は
混
乱
し
、

物
価
は
高
騰
、
労
働
者
の

実
質
賃
金
は
減
り
続
け
て

い
ま
す
。
一
方
、
私
た
ち

の
給
与
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
２
年
度
の
期
末
手
当

が
０
．
１
５
月
分
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
労
働
者
の
雇
用
を

守
り
待
遇
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
が
さ
ら
に
重
要

な
状
況
で
す
。

４
年
に
わ
た
る
裁
判

（
地
位
確
認
請
求
を
求
め

る
訴
訟
、
２
０
１
８
年
４

月
４
日
）
に
対
す
る
判
決

（
２
０
２
２
年
６
月
27
日
）

は
、
無
期
転
換
逃

れ
の
雇
止
め
の
違

法
性
を
看
過
し
た

不
当
な
判
決
で
し

た
。
私
た
ち
は
本

判
決
を
不
服
と
し

て
、
控
訴
審
で
は

必
ず
や
本
判
決
の

不
当
な
判
断
を
是

正
さ
せ
、
非
正
規

職
員
の
無
期
転
換

に
向
け
た
全
面
的

解
決
に
臨
む
決
意

を
声
明
と
し
て
発
表
し
ま

し
た
。

東
北
大
学
は
、
無
期
転

換
逃
れ
の
た
め
の
雇
止
め

方
針
を
見
直
そ
う
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
毎
年
５
年

上
限
の
雇
止
め
が
行
わ
れ
、

目
的
限
定
職
員
の
解
雇
も

続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て

新
た
な
雇
止
め
と
し
て
、

10
年
特
例
の
方
々
が
２
０

２
３
年
３
月
末
に
雇
止
め

さ
れ
る
10
年
問
題
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

組
合
か
ら
の
デ
ー
タ
提
出

要
求
に
対
し
、
２
０
２
２

年
１
月
19
日
に
当
局
か
ら

「
令
和
３
年
12
月
1
日
現

在
で
、
来
年
度
末
に
10
年

満
了
と
な
る
見
込
み
の
人

数
は
、
特
定
有
期
雇
用
職

員
で
97
名
、
非
正
規
職
員

で
１
４
２
名
」
と
の
返
答

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

理
化
学
研
究
所
で
は
約
３

０
０
名
が
雇
止
め
対
象
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
全
国

で
約
３
０
０
０
名
が
雇
止

め
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
国
会
議
員

や
マ
ス
コ
ミ
に
働
き
か
け
、

衆
・
参
委
員
会
で
の
国
会

質
問
、
報
道
が
数
多
く
行

わ
れ
ま
し
た
。
広
範
な
運

動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
控
訴
に
お
け

る
逆
転
勝
訴
を
勝
ち
取
り
、

我
が
国
お
よ
び
東
北
大
学

に
お
け
る
「
５
年
・
10
年

雇
止
め
が
普
通
」
か
ら

「
無
期
転
換
が
普
通
」
へ

と
転
換
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
組
合
組
織
に
つ

い
て
は
、
組
織
率

減
少
が
継
続
し

て
い
ま
す
。
一

部
の
支
部
で
は
、

多
く
の
加
入
者

を
得
て
、
全
体

の
減
少
幅
を
最

小
限
に
抑
え
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
正
職
員

の
加
入
が
少
な

く
、
支
部
や
個

人
か
ら
の
借
入
や
カ
ン
パ

に
よ
っ
て
予
算
を
維
持
し

て
い
る
状
態
で
す
。
組
合

員
拡
大
と
収
入
確
保
が
、

私
た
ち
の
必
須
課
題
と
な

り
ま
す
。

２
０
２
１
年
期
に
は
、

組
合
の
骨
太
方
針
と
な
る

「
要
求
と
提
案
」
を
作
成

し
公
表
し
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
期
は
、
当
局
回
答

に
対
す
る
対
応
を
含
め
、

要
求
を
具
体
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

雇
用
安
定
・
待
遇
改
善
、

要
求
実
現
、
働
き
や
す
い

職
場
作
り
の
た
め
に
、
大

会
に
お
け
る
積
極
的
な
議

論
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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編集・コア編集委員会

＊不当な判決、逆転しよう
非正規職員の

無期転換を！

＊憲法改悪を許さず
平和な社会を！

定
期
大
会
（
7
月
30
日
）

不
当
判
決
、
そ
し
て
「
10
年
問
題
」

執
行
委
員
長

片
山
知
史
さ
ん

判決後、初の宣伝行動

第93回メーデー
3年ぶりに行われました



地
位
確
認
を
請
求
し
た

訴
訟
（
２
０
１
８
年
４
月

４
日
）
に
対
し
、
２
０
２

２
年
６
月
27
日
午
後
、
裁

判
長
か
ら
「
原
告
の
請
求

を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
」

「
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負

担
と
す
る
」
と
告
げ
ら
れ
、

４
年
の
裁
判
が
一
瞬
で
終

了
し
ま
し
た
。

大
き
な
虚
脱
感
に
見
舞

わ
れ
た
の
で
す
が
、
判
決

文
を
読
ん
で
み
る
と
、
法

や
判
例
を
踏
ま
え
て
お
ら

ず
、
多
く
の
問
題
が
あ
る

判
決
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

判
決
文
は
、
労
働
契
約

法
に
踏
み
込
ん
だ
こ
ん
な

文
章
で
締
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
通
算
契
約
期
間

を
５
年
以
内
と
定
め
、

無
期
転
換
申
込
権
の

発
生
直
前
に
雇
止
め

を
す
る
と
い
う
意
味

で
、
無
期
転
換
申
込

権
の
発
生
を
回
避
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

た
雇
止
め
を
し
た
こ

と
を
も
っ
て
、
直
ち

に
同
法
（
労
働
契
約

法
）
に
抵
触
す
る
も

の
で
は
な
い
」

司
法
が
無
期
転
換
逃
れ

を
許
容
す
る
と
は
、
に
わ

か
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
噴
飯
な
文
面

が
多
数
あ
り
ま
す
。

・
以
前
の
３
年
上
限
ル
ー

ル
を
超
え
て
更
新
さ
れ
た

職
員
は
２
８
．

３
%
で
あ
る
。

つ
ま
り
７
割
は

雇
止
め
さ
れ
て

お
り
、
上
限
を

超
え
た
雇
用
継

続
は
常
態
化
し

て
い
た
と
は
い

え
な
い
。

・
労
働
条
件
通

知
書
（
兼
同
意

書
）
は
、
自
由

意
志
で
署
名
捺
印
さ
れ
た
。

厳
格
な
手
続
き
を
履
践
し

て
締
結
さ
れ
た
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
変
更
、

時
間
給
単
価
が
変
更
、
勤

務
時
間
数
が
変
更
し
た
こ

と
で
、
労
働
契
約
を
締
結

し
た
回
数
や
雇
用
の
通
算

期
間
の
み
を
重
視
す
る
こ

と
は
相
当
で
は
な
い
。

・
謝
金
業
務
期
間
は
労
働

契
約
で
は
な
い
（
謝
金
業

務
の
１
年
は
、
通
算
雇
用

期
間
の
中
断
）
。

・
誰
も
５
年
上
限
を
超
え

て
契
約
更
新
さ
れ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
な
い
、
雇

用
継
続
の
期
待
を
も
た
せ

る
使
用
者
の
言
動
が
な
い

か
ら
、
契
約
更
新
を
期
待

す
る
合
理
的
理
由
は
生
じ

て
い
な
い
。

・
以
前
の
３
年
上
限
ル
ー

ル
時
の
例
外
規
定
に
つ
い

て
、
こ
れ
が
削
除
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
雇
止
め

時
の
合
理
的
期
待
は
な
い

の
で
、
こ
の
削
除
が
不
利

益
変
更
に
あ
た
る
か
ど
う

か
は
判
断
す
る
必
要
が
な

い
。

・
東
北
大
学
は
３
０
０
０

名
を
超
え
る
有
期
雇
用
職

員
を
有
し
、
人
件
費
財
源

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
就
業
規
則
に
通
算
契

約
期
間
を
５
年
以
内
と
定

め
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ

る
。

・
労
働
契
約
法
18
条
は
、

５
年
以
内
の
有
期
労
働
契

約
を
規
制
す
る
も
の
で
は

な
い
。

総
じ
て
こ
の
判

決
は
、
原
告
の
合

理
的
期
待
権
を
認

め
な
い
の
み
な
ら

ず
、
無
期
転
換
逃

れ
の
雇
止
め
の
違

法
性
を
看
過
し
た

不
当
な
も
の
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
ま

す
。
原
告
、
弁
護
団
は
、

２
０
２
２
年
７
月
７
日
に

控
訴
し
ま
し
た
。
組
合
も

た
た
か
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
控
訴
審
で

は
必
ず
や
本
判
決
の
不
当

な
判
断
を
是
正
さ
せ
、
非

正
規
職
員
の
無
期
転
換
に

向
け
た
全
面
的
解
決
に
臨

む
決
意
を
声
明
と
し
て
発

表
し
ま
し
た
。

本
判
決
に
関
す
る
批
判

に
加
え
、
10
年
問
題
に
関

す
る
報
道
も
多
く
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
控
訴

で
逆
転
勝
利
す
る
た
め
に

も
、
来
春
の
大
量
雇
止
め

を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。片

山
知
史
委
員
長
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前代未聞の司法判断

「無期転換申込権の発生回避を目的とした雇止めは、

労働契約法に抵触しない」

判決後の報告集会

判決文の多くの問題が指摘されました

高等裁判所で逆転勝利し

来春の大量雇止め阻止！

多くのマスコミ関係者の姿が

関心の高さがわかります



６
月
４
日
夕
刻
に
「
国

立
大
学
・
研
究
機
関
の
大

量
雇
い
止
め

違
法
行
為

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
！
」
と

題
し
た
田
村
智
子
参
議
院

議
員
（
日
本
共
産
党
）
緊

急
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
２
０
２
３
年
４

月
に
有
期
雇
用
期
間
が
10

年
と
な
る
研
究
者
が
４
４

８
９
人
、
こ
の
う
ち
雇
止

め
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

研
究
者
が
２
５
９
４
人
と

い
う
事
態
を
受
け
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
た
く

さ
ん
の
関
係
者
の
参
加
が

あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
の
よ
う
な
内
容
で
、

特
に
現
場
か
ら
の
報
告
が

多
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

①
国
会
報
告

＊
田
村
智
子
参
議
院
議
員

②
日
本
の
研
究
を
破
壊
す

る
大
量
雇
い
止
め

＊
科
学
・
政
策
と
社
会
研

究
室

榎
木
英
介
代
表

③
労
働
組
合
か
ら
の
発
言

＊
理
化
学
研
労
働
組
合

金
井
保
之
執
行
委
員
長

＊
東
北
大
学
職
員
組
合

片
山
知
史
執
行
委
員
長

＊
関
西
圏
大
学
非
常
勤
講

師
組
合

新
屋
敷
健
執
行
委
員
長

＊
全
大
教

笹
倉
万
里
子

中
央
執
行
副
委
員
長

④
雇
い
止
め
当
事
者
の
発

言
（
理
研
研
究
員
、
国
立

大
学
助
教
、
非
常
勤
講
師

な
ど
多
数
）

雇
止
め
対
象
者
の
悲
痛

な
訴
え
も
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
学
内
ル
ー
ル

を
勝
手
に
変
え
て
無
期
転

換
さ
せ
な
い
大
学
、
無
期

転
換
後
に
科
目
開
講
せ
ず

非
常
勤
講
師
を
解
雇
す
る

大
学
な
ど
、
理
不
尽
極
ま

り
な
い
大
学
当
局
の
対
応

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
マ
ス
コ
ミ
、

世
論
を
巻
き
込
み
日
本
全

体
で
取
り
組
む
」
と
の
田

村
議
員
に
よ
る
決
意
表
明

で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

基
調
報
告
が
、
全
労
連
・

労
働
法
制
局
長
の
伊
藤
圭

一
氏
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
現
行
法
（
労
働

契
約
法
）
に
関
す
る
厚
労

省
「
多
様
化
す
る
労
働
契

約
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
検

討
会
」
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
無
期
転
換

妨
害
行
為
が
あ
る
の
を
認

識
し
つ
つ
も
、
総
論
で
は

「
大
き
く
変
え
る
必
要
な

し
」
と
の
こ
と
で
、
小
手

先
の
「
十
分
周
知
・
説
明
」

程
度
の
対
応
で
、
根
本
問

題
を
放
置
す
る
方
針
だ
そ

う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
有

期
契
約
か
ら
無
期
契
約
に

転
換
さ
れ
る
場
合
の
契
約

通
算
期
間
を
５
年
よ
り
短

く
す
る
、
１
年
で
い
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
提

案
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
契
約
更
新
途
中

（
無
期
転
換
申
込
権
を
行

使
す
る
直
前
）

に
行
わ
れ
る
雇

止
め
は
原
則
と

し
て
禁
止
、
有

期
特
措
法
に
よ

る
無
期
転
換
の

特
例
の
廃
止
と

い
う
、
本
質
的

な
提
案
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

総
合
討
論
で

は
、
全
国
の
民

間
組
合
や
地
方
労
連
で
の

現
状
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、
今
後
の
取
組
強

化
の
必
要
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
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全
労
連
・
非
正
規
交
流
集
会

（
６
／
19
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

無
期
転
換
ル
ー
ル
見
直
し
と
今
後
の
運
動
の
課
題

国
立
大
学
・
研
究
機
関
の
大
量
雇
止
め

・
違
法
行
為
は
許
さ
れ
な
い
！

代議員（78単組）79名中、61名の出席でした。

オンラインでの大会も慣れてきたところですが、

資格審査で出席を確認した人数よりも、賛否投

票の人数の方が多くなることが続き、その対応

でしばらく時間を要しました（私は議事運営委

員だったので、結構大変でした）。

議案は、全て承認されました。

10年雇止め問題、10兆円ファンド問題、賃金

未払い問題、サービス残業問題に加え、組織拡

大等の課題を中心に議論しましたが、経験交流

や深い議論を行う時間はありませんでした。こ

れらの個々の課題については、９月中旬に開催

予定の交流集会で検討することになりました。

オンラインでだいぶ経費が削減されています

が、全大教も非常に厳しい財政状況です。各単

組が組合勧誘を強く進める必要があることを改

めて認識したところです。 片山知史委員長

全大教定期大会（7/23）オンライン開催

10年雇止め問題・大学ファンド問題

など課題がたくさん

【資料より抜粋】

無期転換ルールの施行実態

＊2018～19年の無期転換者

約118万人（企業独自含め158万人）

常用労働者の２．９％

＊上記年度で

無期転換ルールの内容を知っている

有期労働者３９％ 企業７８％

＊転換申し込み権あり

「権利行使」２８％「継続」６６％

「雇止」０．５％「退職」６％

今年度末までに雇止め

の恐れがある研究者数

東京大学 ５８８

東北大学 ２７５

京都大学 ２５７

三重大学 ２４９

名古屋大 ２０６

浜松医大 １６０

大阪大学 １２６

新潟大学 １２２

滋賀医大 ９９

信州大学 ９８

千葉大学 ９４

九州大学 ８７

北海道大学 ７２

（田村さんの資料より）



プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
た

だ
ち
に
侵
略
戦
争
を
や
め

る
べ
き
で
す
。
侵
略
戦
争

は
国
連
憲
章
違
反
で
す
。

対
抗
軸
と
し
て
は
、
「
自

由
社
会
を
守
れ
」
と
呼
び

か
け
て
は
世
界
を
分
断
し

て
し
ま
い
、
む
し
ろ
侵
略

者
の
外
交
政
策
を
元
気
づ

け
て
し
ま
い
ま
す
。
「
国

連
憲
章
を
守
れ
」
の
一
点

な
ら
ば
、
世
界
が
団
結
で

き
ま
す
し
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
に
と
っ
て
も
義
務
で

す
。
そ
し
て
、
国
連
憲
章

を
一
歩
進
め
た
も
の
が
日

本
国
憲
法
９
条
で
す
。
こ

の
９
条
の
道
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
が
歩
い
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
長
年
に
わ
た
り
、

外
交
に
よ
っ
て
戦
争
を
防

い
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

我
が
日
本
政
府
は
、
外
交

を
が
ん
ば
る
べ
き
こ
と
に

一
致
は
す
る
も
の
の
、
そ

こ
に
は
本
腰
を
入
れ
ず
、

憲
法
に
「
自
衛
隊
は
合
憲

だ
」
と
書
き
込
む
こ
と
に

執
着
し
て
い
ま
す
。

憲
法
上
、
「
自
衛
隊
は

違
憲
だ
」
と
い
う
根
拠
が

あ
る
こ
と
は
明
確
で
す
が
、

そ
れ
で
も
「
自
衛
権
自
体

は
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
政
府
は
長
い
間
、

も
っ
ぱ
ら
自
衛
の
た
め
の

最
小
限
の
備
え
は
憲
法
違

反
で
は
な
く
、
そ
れ
が
自

衛
隊
だ
、
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
現
実
に
は
、
世
界

有
数
の
軍
事
力
と
軍
事
予

算
を
も
ち
、
海
外
の
紛
争

地
へ
の
派
遣
も
行
い
、
２

０
１
５
年
に
は
「
集
団
的

自
衛
権
容
認
」
の
閣
議
決

定
と
安
保
法
制
の
強
行
へ

と
、
決
定
的
に
足
を
踏
み

外
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
政
府
は
「
自
衛
隊
は

最
小
限
で
あ
っ
て
合
憲
だ
」

と
い
う
立
場
で
す
。
「
野

放
図
な
海
外
派
兵
を
許
さ

な
い
」
と
い
う
点
で
、
憲

法
９
条
が
か
ろ
う
じ
て
歯

止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
９
条
改
憲
に
よ
っ

て
海
外
派
兵
を
完
全
自
由

化
し
た
い
の
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
お
金

は
貴
重
で
す
。
改
憲
の
動

き
と
軌
を
一
に
し
て
、
防

衛
費
を
５
兆
円
増
や
す
と

の
こ
と
で
す
。
仮
に
そ
れ

を
我
々
の
病
院
窓
口
負
担

で
捻
出
す
る
場
合
、
窓
口

負
担
が
２
倍
化
す
る
そ
う

で
す
。
「
賃
安
・
円
安
・

物
価
高
」
の
も
と
、
今
は
、

軍
事
力
強
化
で
は
な
く
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
庶
民
の
購

買
力
の
改
善
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
憲
法

９
条
は
庶
民
の
財
布
の
味

方
だ
と
思
い
ま
す
。

６
月
４
日
、
同
志
社
大

学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

科
浜
矩
子
教
授
の
「
貧
困

低
賃
金
問
題

そ
し
て

政
治
を
斬
る
」
と
い
う
講

演
会
に
参
加
し
た
。

私
た
ち
は
経
済
活
動
と

は
何
な
の
か
を
し
っ
か
り

と
捉
え
る
こ
と
、
経
済
活

動
と
は
人
間
の
営
み
で
あ

り
、
人
間
を
幸
せ
に
で
き

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
人

権
の
礎
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
従
業
員
を
牛
馬
の

ご
と
く
働
か
せ
、
下
請
け

い
じ
め
を
す
る
よ
う
な

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
は
企

業
で
は
な
い
、
そ
の
よ
う

な
集
団
を
企
業
と
い
う
と

ブ
ラ
ッ
ク
な
集
団
を
企
業

と
認
め
る
こ
と
に
な
る
、

「
ブ
ラ
ッ

ク

」

と

呼

ぶ

べ

き

、

と

い

う

話

は

痛

快

で

あ

っ

た
。

ま
た
、
日
本
の
貧
困
問

題
に
も
触
れ
た
。
最
貧
国

は
国
も
貧
し
く
、
国
民
も

貧
し
い
、
み
ん
な
が
貧
し

い
の
で
一
丸
と
な
っ
て
経

済
成
長
を
追
求
す
る
連
帯

感
が
生
ま
れ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
１
％
の
金
持
ち
に
99

％
の
貧
困
者
。
99
％
の
連

帯
が
生
ま
れ
る
。
日
本
の

相
対
的
貧
困
率
は
15
％
、

あ
る
ま
じ
き
高
さ
で
は
あ

る
が
、
85
％
の
前
で
は
か

す
ん
で
し
ま
う
。
立
ち
向

か
う
こ
と
は
難
し
く
、
政

府
に
と
っ
て
は
都
合
が
い

い
と
の
こ
と
。

10
％
の
消
費
税
や
毎
月

の
高
い
社
会
保
険
料
の
支

払
い
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
私
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ

の
15
％
に
は
入
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
ほ
ど
日
本
は
貧

し
い
国
な
の
だ
と
感
じ
た
。

（
Т
）

８
月
４
～
９
日

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

８
月
15
日
（
月
）

８
．
15
ふ
た
た
び
戦
争

を
繰
り
返
さ
な
い
集
い

９
月
３
日
（
土
）

宮
城
県
労
連
大
会

今
号
作
成
中
に
、
地
位

確
認
を
請
求
し
た
訴
訟
に

対
し
、
「
原
告
の
請
求
を

い
ず
れ
も
棄
却
す
る
」
と

の
判
決
が
出
た
。
安
倍
元

首
相
の
銃
撃
・
殺
害
事
件

が
起
き
た
。
参
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
、
改
憲
勢
力
が

３
分
の
２
以
上
を
占
め
た
。

久
し
く
名
前
を
聞
く
こ
と

の
な
か
っ
た
旧
統
一
協
会

（
教
会
）
の
反
社
会
的
な

行
為
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

不
当
な
判
決
を
逆
転
さ

せ
、
で
た
ら
め
な
政
治
を

止
め
、
平
和
憲
法
を
ま
も

る
た
た
か
い
に
、
こ
れ
か

ら
も
一
段
と
忙
し
く
な
る
。

（
編

М
）
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憲
法
９
条
は
財
布
の
味
方

東
北
大
学
職
員
組
合
書
記

小
野
寺
智
雄
さ
ん

編
集
後
記

今
後
の
日
程

読
者
の
こ
え

ひ
きだ

し


